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令和６年鋸南町教育委員会第９回定例会議事録 

 

1. 日 時 令和６年８月２２日（木）午後２時１５分～午後３時１０分 

 

2. 場 所 鋸南町立中央公民館 ２階会議室 

 

3. 出席委員 教育長 富永 安男  

 委員 山野 正人   委員 篠原 恭惠   委員 伊藤 尚徳 

 

4. 出席職員 教育課長 安田 隆博  主任指導主事 助川 孝浩  

 教育総務室長 福原 規生 生涯学習室長 山口 東子 

 

5. 開 会 富永教育長が開会を宣言 

 

6. 議事録署名人の指名   富永教育長が篠原委員を指名 

 

7. 議事録の承認 令和６年７月１８日開催の第８回定例会議事録について承認 

 

8. 教育長の報告  

 次に教育長の報告ですが、１点お話をしたいと思います。道の駅きょなんで、紙芝居

で見る「市部瀬の惨劇」ということで、１８日から３０日まで、朗読と紙芝居の上演が

行われております。 

５月８日は市部瀬の惨劇の日になるわけですが、人間にとって特にむごい事件は戦争

だと思いますが、国内外を問わず常にどこかで起こっています。それって何だろうなと

つくづく思うのでありますけど、要は人間と人間が生み出す戦いです。そこから発展し

ているわけです。 

かつて日本では、原爆が昭和２０年８月６日には広島に、８月９日には長崎に投下さ

れ、そして 1 週間後の８月１５日に終戦を迎えました。これらの日を覚えていればいい

のですが、私は鋸南町民にはもう一つ知っておかなければいけないと思っているのが、

昭和２０年５月８日１１時５０分ですね。内容は皆さんご存知だと思いますが、内房線

の列車が、現在のみちばた屋付近で飛行機の襲撃を受け、１３人が死亡し、２４人が負

傷した事件です。いきなりですから、逃げる事もできなかったと思います。そんなわけ

で５月８日は、鋸南町民は忘れてはいけない日であるということをお話させていただき

ました。 
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なお千葉県は核兵器廃絶宣言を平成６年１０月にしております。恒久の平和は誰しも

が願うことだと思います。改めて胸に受け止めたいなと思っているところでございま

す。 

この紙芝居ですが、文は私が書かせていただきました。絵は、元鋸南二中の教員の伊

藤みな江さんに書いていただきました。そして１５枚の「市部瀬の惨劇」の紙芝居が完

成したわけであります。それを５月４日に初披露したのですが、学校を始め地域の皆さ

んに広げたいということで１８日からやっております。今日もやっていると思いますの

で、もしよろしかったら立ち寄ってください。２４日２５日の土日には２時から紙芝居

の実践をする予定になっております。そんなことで私の主観も含めての話ですが、報告

をさせていただきました。 

 

9.報告事項 

(1)行事の後援の承認について 

・福原教育総務室長から、行事の後援承認は前回の定例会以降４件だった旨、別紙

資料により報告・説明がなされた。 

 

(2)各担当からの報告について 

①助川主任指導主事から、各学校の様子、通学路安全点検についての報告・説明が

なされた。 

 ・山野委員から「通学路の安全点検と並行して、鋸南町の子どもたちへの安全指

導もやっていただきたい」との意見に対し、 

    助川主任指導主事から「学校が始まりましたら危険個所を確認しておりますの

で、子どもたちへの安全指導を学校にお願いします。」との答弁がなされた。 

 

②山口生涯学習室長から、生涯学習室関係の９月補正予算・社会教育施設等の前年

度利用状況・歴史民俗資料館の特別展、町民運動まつり、鋸南町文化祭について

報告・説明がなされた。 

 ・山野委員から「子育て広場の利用人数が減った原因は」との質疑に対し、 

    山口生涯学習室長から「保育所に入ってしまったり、お母さんが働き始めて来

られなくなったりしたと聞いています。」との答弁がなされた。 

・篠原委員から「１０月に公民館でコンサート開いて下さる山本祐子さんから鋸

南町が大好きで音楽を通じて町の方と関わりたいと伺った。小中学校で音楽の

行事がある際に山本さんに来ていただき子どもたちが本物に触れる機会とな

るとよい。」との感想が述べられた。 
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③福原教育総務室長から教育総務室関係の９月補正予算について、富士のさとチャ

レンジサマーキャンプについて、説明・報告がなされた。 

 

④安田教育課長から、日本遺産候補地域、認定継続の内示について報告・説明がな

された。 

 ・篠原委員から「鋸山日本遺産に係る取組みは、とても良かったので継続して欲

しい」との意見に対し、 

    安田教育課長から「日本遺産を通じて富津市と鋸南町の繋がりが出来、この流

れが途絶えてはいけないと互いに確認しました。今後の取組みは未定ですが、

小学校が鋸山に遠足に行く取組みも行っていますので、そういう動きをつぶさ

ないように支援していきたいと考えています。」との答弁がなされた。 

 

10.その他 

 ①福原教育総務室長から、今後の行事日程について、別紙説明資料により報告・説明がな

された。 

 

 ②富永教育長から、１１月定例会日程について協議があり、２１日木曜日中央公民館で開

催することに決定した。 

 

11.閉 会  富永教育長が閉会を宣言 

 

 

 以上、会議の顛末を記載し、相違ないことを証する。 

令和６年９月１９日  

 

 

鋸南町教育委員会  教 育 長  富 永 安 男 

  教 育 委 員  山 野 正 人 

議 事 録 作 成  事 務 局  福 原 規 生 

  


